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「洞察力」を引き出す算数的活動の考察
―1年「たし算（2）」，5年「整数」の授業実践を通して ―
杉能　道明※
Study of Mathematical Activities to draw "Insight"
Michiaki Sugino
　In the overall objectives of mathematics,there is the concept of "good perspectives". 
I think this means insight that draws a pupil's ability to think and express. The insight 
of the overall objectives of mathematics is the power that pupils can have the prospect 
of a result and a method of solution to a problem. I think that we can develop this 
power in the class while finding solutions to problems. In two mathematics classes, I 
considered if pupils could have "good perspectives" through mathematical activities.
 As a result, I found that it was important to devise mathematical activities that were 
easy to remember and solve, using already-learned material.
Key words : insight，ability to think and express，mathematical activities
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※　本学人間生活学部児童学科
紀要 Vol. 38 No. 1（通巻第 59 号）85 〜 92（2014）
1．学力の主要な要素「思考力・表現力」
　平成 19 年の学校教育法改正により，学
力が法的に規定された。同法第 30 条第 2
項によると学力の主要な 3 つの要素は次の
通りである（表 1）。
表 1　学力の主要な 3 つの要素
　①基礎的・基本的な知識・技能の習得
　② 知識・技能を活用して課題を解決するた
めに必要な思考力・判断力・表現力等
　③学習意欲
　これら 3 つの学力の中でも，知識基盤社
会，グローバル化した社会を生き抜く子ど
もたちに求められる学力は，思考力・判断
力・表現力であると考える。知識基盤社会
だからといって，知識は普遍的なものでは
ない。今日の最新の知識・技能は明日古く
なっているかもしれない。最新の知識に保
つためには，陳腐化しないように常に更新
していく必要がある。変化に対応しながら
力強く生きていくためには，自分の頭で考
え，判断し，表現していく力が求められて
いる。これは，学校教育法が規定した「思
考力・判断力・表現力」に他ならない。
  本論文では，「思考力・判断力・表現力」
のことを，以後，判断力を思考力に含め，「思
考力・表現力」とする。
2．算数科の「洞察力」とは
　算数科の目標の中に「日常の事象につい
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が正しいことを説明していくこと
〇類推的に考える
　 似ている点をもとにして，ある事柄か
ら別の事柄を推し量って考えること
　以上のことから，考えの手がかりになる
既習事項や既有経験が思考力の基盤になる
ことが分かる。
（2）直観的に解決を見通す洞察
　問題解決の方法の中には，試行錯誤的に
考える方法に対して，直観的に解決を見通
す方法（洞察）がある。
　この考えは，ゲシュタルト心理学者の
W. ケーラーがチンパンジーの知恵試験にお
いて，特にその道具の使用を必要とする場面
での行動分析から見いだしたものである。こ
の実験では，檻内のチンパンジーが檻外の
バナナを取ろうと何回も手を伸ばすが失敗す
る。そして，檻内にあった棒切れを見た瞬間
に，これを使えば成功するという見通しを立
てた。チンパンジーは，初めから棒切れを道
具として捕らえていたわけではない。ある瞬
間の見通しによってバナナを取る道具として
再構成されたと考えられる。
　同じように考えると，算数科では，子ど
もが目的意識をもち，問題場面の構造や仕
組みを読み取ることで，問題解決の結果や
方法の見通しをもつことができると考えら
れる。そして，見通しが立てば，問題は簡
単に解決できる。
（3）洞察力と思考力・表現力とのつながり
　子どもの洞察力を引き出し，問題解決の
結果や方法の「見通し」をもつことができれ
ば，「自分の力でできそうだ」と問題解決へ
の意欲が高まり，既習事項をもとに考えを進
めていくことがしやすくなるのではないか。
　洞察力が自分で考え・表現することのき
っかけになる，つまり，思考力・表現力の
て見通しをもち筋道を立てて考え，表現す
る能力を育てる（下線筆者）」という言葉
がある。「見通し」という言葉は，算数科
で育成すべき思考力・表現力につながる「洞
察力」を指していると考える。
　「洞察」とは何か。広辞苑によると，「よ
く見通すこと。見抜くこと。」とある。本
論文では，算数科の「洞察力」を次のよう
に定義する（表 2）。
表 2　算数科「洞察力」の定義
問題解決の結果や方法の見通しをもつ
ことができる力
3．「洞察力」を引き出すために
　「洞察力」は問題解決型の授業の中で育
てることができると考える。しかしなが
ら，「考えろ考えろ」といくら励ましても，
子どもが問題を解決できるわけではない。
子どもが考えの手がかりをもっていなけれ
ば，「考える」ことはできないのではないか。
まず，子どもが「考える」ことについて考
察する。
（1）「考える」とは
　人が「考える」とき，今までにない全く
新しいことをひらめくことは珍しい。ほと
んどの場合，過去の既有経験や，今までに
獲得している知識・技能をもとに考えを進
めることが多い。その筋道立てた考え方に
は，次の 3 つがある（表 3）。
表 3　3 つの「考え方」
〇帰納的に考える
　幾つかの具体的な例に共通する
　一般的な事柄を見いだすこと
〇演繹的に考える
　 すでに正しいことが明らかになって
いる事柄を基にして別の新しい事柄
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　ここで，直角のない一般の三角形（教科
書の図形）を提示し，「この三角形の 3 つ
の角の和は何度でしょう。」と問いかけた。
多くの子どもが「180°だと思います。」と
いう発言に賛成したが，首をかしげて悩む
子どもや，「調べてみないと分かりません。」
という子どももいた。そこで，本時のめあ
てを「三角形の 3 つの角の和が 180°にな
るか調べよう。」と決めた。
　子どもは，分度器を使って角の大きさを
測って調べたり，ワークシートから三角形を
はさみで切り取って 3 つの角を 1 点に集めて
調べたりしながら，全員が 1 つ以上の方法
で 180°であることを見つけることができた。
〇授業の考察：
　算数的活動を工夫することで，多くの子
どもが「三角形の 3 つの角の和は 180°だ」
と結果の見通しをもつことができた。自力
解決にすぐに取りかかることができた子ど
もの姿や，全員が 1 つ以上の方法で確かめ
ることができたことから，算数的活動は有
効であったと考える。
②方法の見通しをもたせる場合
〇単元名：4 年「面積」
〇算数的活動の工夫㋑：
　数値を示していないＬ字型の複合図形の
面積を求める問題を提示し，その形の難し
さに焦点を当てることにより，「形を工夫
すればよいのではないか」と方法の見通し
をもちやすくする。
〇授業の展開の実際：
　まず，数値を示していないＬ字型の複合
図形（図 2）を提示し，「この図形の面積
は何㎠でしょう。」と問いかけた。子ども
は，長さが分からないことを指摘してきた
が，後から知らせることを約束し，「長さ
が分かったらすぐに面積が求められるか
な。」と更に問いかけた。
育成につながると考える。
　では，どのようにして，子どもに「見通
し」をもたせることができるのだろうか。
　既習事項を想起しやすい算数的活動を工
夫することで，子どもは問題解決への「見
通し」をもつことができるのではないか。
（4）見通しをもたせる算数的活動の例
①結果の見通しをもたせる場合
〇単元名：5 年「三角形・四角形の角」
〇算数的活動の工夫㋐：
　既知の三角形の 3 つの角の和から考える
活動にすることで，「三角形の 3 つの角の
和は 180°ではないか」と類推的に考えや
すくする。
〇授業の展開の実際：
　まず，教室にある一組の三角定規を示し，
「この三角定規の 3 つの角を合わせると何度
になるでしょう。」と問いかけた。子どもは，
既習事項を想起しながら，90°＋60°＋30°＝
180°，90°＋45°＋45°＝180°などとノートに
式を書きながら，和が 180°になることを確
かめた。次に，「正三角形の 3 つの角の和
はどうなるかな。」と問いかけると，60°×3
＝180°と求めることができた（図 1）。
A
B C
図 1　既知の三角形から取り上げる
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〇 繰り上がりのあるたし算を正確に手際よ
く計算することができる。　　　（技能）
〇 繰り上がりのある計算の仕方について理
解する。　　　　　　　　（知識・理解）
②指導計画
第一次　9＋4 などの計算
　第 1 時　 和が 10 をこえるたし算に気付
き，答えの見通しをもつ（本時）
　第 2 時　 被加数が 9 の場合の計算の仕方
（加数分解）
　第 3 時　 被加数が 8 の場合の計算の仕方
（加数分解）
　第 4 時　 被加数が 8，9 の場合の計算の
練習
　第 5 時　 被加数が 7 の場合の計算の仕方
（加数分解）と練習
第二次　3＋9 などの計算　　　　（2 時間）
第三次　計算カードを用いた計算練習
（5 時間）
③本時の目標
　8＋□にいろいろな数を入れて既習のた
し算を振り返る活動を通して，8＋3 など
の計算は答えが 10 をこえること，ブロッ
クを使って答えを確かめればよいことに気
付くことができる。
④授業の実際
指導の工夫①
　条件不足の問題を提示することで，
既習のたし算を想起しやすくする。
　挿絵（図 3）と条件不足の問題「ゆかさ
んとひろしくんはどんぐりをあつめました。
あわせてなんこになりますか。」を提示する
と，子どもたちは次のように発言してきた。
C1 　あつめたどんぐりが何個か分かりません。
C2 　3 こと 2 こだと思います。（どんぐりの
絵が途中で切れているのを見て発言。）
　子どもは「すぐには求められません。」「階
段のような形だから難しいです。」「長方形
や正方形ではないから難しいです。」など
と形の難しさについて口々に発言してき
た。こうして，子どもがこの形のままでは
すぐに面積をもとめることができないこと
に気付いてきたところで，本時のめあてを
「形を工夫して面積の求め方を考え説明し
よう。」と決めた。
　子どもは，2 つの長方形に分けたり，図
形の欠けた部分を埋めて大きな長方形に直
したりしながら，全員が 1 つ以上の考えを
もつことができた。
〇授業の考察：
　算数的活動を工夫することで，長方形や
正方形の求積公式や求積の仕方などの既習
事項を想起することができ，「このままで
は面積が求められないから何とか形を工夫
すればよい」と方法の見通しをもつことが
できたのではないか。全員が 1 つ以上の考
えをもつことができたことから，この算数
的活動は有効であったと考える。
4．授業の実践
　2 つの授業実践を考察する。
（1）単元名　1 年「たし算（2）」
①単元目標
〇 加数分解の方法のよさに気付き，進んで
繰り上がりのあるたし算をしようとす
る。　　　　　　　（関心・意欲・態度）
〇 繰り上がりのあるたし算の計算の仕方を
考え，加数分解の方法を説明することが
できる。　　　　　　（数学的な考え方）
図 2  数値を示していないＬ字型の複合図形の面積
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たえは 10 をこえるのかな。」と決めた。
　□に 0，1，2，3，4，0，3，などランダ
ムにいろいろな数字カードを置いていった
（図 4）。子どもたちは，10 ぴったりか 10
をこえるときには，手を挙げ，10 をこえな
いときには，首を振ることが正しくできた。
　「3 こと 2 こだったら，どんな式になるか
な。」と問いかけると。「3＋2 です。」「3 と
2 をあわせるからです。」と発言してきた。
　「あわせるというのを手でもできるか
な。」と問いかけると，子どもは，両手を
挙げて手をくっつける仕草をすることがで
きた。言葉だけでなく，合併のイメージも
もつことができていると判断できた。答え
も 5 と発言することができた。
　次に，「9 こと 1 こだったら，どんな式
になるかな。」と問いかけると，「9＋1 で
す。」「答えも分かります。10 です。」など
と答えることができた。
　こうして，条件不足の問題にいろいろな
数値を当てはめながら，たし算の式をつく
ったり，たし算になるわけを説明したり，
3＋2 や 9＋1 などの既習のたし算の答えを
出すことができた。
指導の工夫②
　8＋□の□にいろいろな数をあてはめ
る中で，答えが 10 をこえるのかどうか
予想する活動を取り入れることで，計
算結果の見通しをもちやすくする。
　「ゆかさんが 8 こ，ひろしくんが□こだ
ったら，何算になりますか。」と問いかけ，
8＋□になることが分かったところで，「8
＋□」と板書した。
　「（□に）数字のカードを 1 枚置くので，
答えが 10 をこえると思ったら，手を挙げ
ましょう。こえないと思ったら，首を振り
ましょう。」と問いかけ，本時のめあてを「こ
指導の工夫③
　8＋3 の答えが 10 をこえるわけを話し
合うことで，既習事項を根拠に見通し
をもちやすくする。
　□に 3 の数字カードを置き，8＋3 の式
をつくり，子どもたちが手を挙げて「10
をこえる」と判断したところで，「答えは
まだ出ていないのに，どうして 10 をこえ
ると思ったのかな？」と問いかけた。子ど
もは次のように発言してきた。
C3 　だって 8 と 2 で 10 だから，3 は 2 よ
り 1 こ上だからこえると思います。
C4 　同じです。
C5 　8と2で10だから，こえると思います。
C6 　8 は 10 になりたくて，2 をもらって
もまだ 1 あるからこえます。
C7 　8＋2 は 10 だけど，8＋3 は 11 になる
から，こえます。
C8 　8 と 2 で 10 だから，3 はあと 1 大き
いから答えは 11 です。
　子どもたちの発言から，「8 と 2 で 10 だ
から」と既習事項を根拠に答えの見通しを
もつことができたと考える。さらに，答え
が 11 だという発言も続いてきたので，「本
当に答えは 11 になるの？」「11 になるこ
とがよく分かるには，何を使ったらいいの
図 3　提示した挿絵
図 4　8＋□にいろいろな数をあてはめる活動
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解決しようとする。（関心・意欲・態度）
〇 整数を偶数・奇数という観点から類別し
たり，倍数・約数という観点から考察し
たりすることができる。（数学的な考え方）
〇 整数を偶数と奇数に類別したり，倍数・
約数などを求めたりすることができる。
（技能）
〇 偶数・奇数の意味や倍数・約数，素数な
どの意味を理解し，整数の性質について
の理解を深める。　　　　（知識・理解）
②指導計画
第一次　 偶数・奇数の意味と整数の性質に
ついての動機付け　　　（1 時間）
第二次　 倍数と公倍数
　第 1 時　倍数の意味
　第 2 時　公倍数，最小公倍数の意味
　第 3 時　 公倍数の求め方の工夫，3 つの
数の公倍数
　第 4 時　倍数のもようづくり
　第 5 時　公倍数を使った問題解決（本時）
第三次　約数と公約数　　　　　（5 時間）
第四次　理解の確認　　　　　　（1 時間）
③本時の目標
　長方形のカードを敷き詰める算数的活動
を通して，公倍数の考えを活用すればよい
ことに気付き，問題解決の仕方を説明する
ことができる。
④授業の実際
指導の工夫④
　長方形のカードを敷き詰める算数的
活動を取り入れることで，題意をつか
みやすくし，公倍数の考えに目を向け
やすくする。
　問題「たて 6cm，横 8cm の長方形のタ
イルを，図のようにならべて，できるだ
け小さい正方形をつくりたいと思います。
かな？」と問いかけると，「算数ブロック
を使えばよいと思います。」という方法の
見通しも発言することができた。
　子どもは，結果や方法の見通しをもとに，
机の上に算数ブロックを出し，まず，皿の
上に 8 個とばらを 3 個置き，ばらの中のブ
ロック 2 個を皿の上に動かして 10 のかた
まりと 1 をつくり，答えは 11 になること
を確かめることができた（図 5）。答えを
一度出せたら終わり，ではなく，何度も「巻
き戻し」しながら，繰り返し答えを出すこ
とができた。また，10 のかたまりと 1 を
並べることで，「ぱっと見て答えが分かる」
よさにも気付くことができた。
⑤授業の考察
　本授業では，指導の工夫①②③を行った。
子どもの姿から，「8 ＋ 3 の答えは 10 をこ
える」という結果の見通しと，「算数ブロ
ックを使えば計算できる」という方法の見
通しをもつことができたと考える。以上の
ことから，指導の工夫①②③は有効であっ
たと考える。
　また，子どもの既習事項の定着も大切だ
と考える。本時では，特に，「8 と 2 で 10」
という既習事項と，「算数ブロックを使っ
てたし算をした」という既有経験が見通し
につながっていたと考える。
（2）単元名　5 年「整数」
①単元目標
〇 偶数・奇数，及び，倍数・約数の概念を
もとにして整数の性質を見出し，問題を
図 5　8＋3 の計算の仕方
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カードを縦に 4 枚，横に 3 枚並べて，正方
形の 1 辺の長さは 24cm と求めることがで
きた。「24 はどんな数かな」の問いかけに，
ノートには「6 と 8 の公倍数」という記述
があった。
○Ｂ児　図をかいて考える
　4 枚では正方形ができないと気付いたＢ
児は，ノートに図をかき始めた。縦 6cm，
横 8cm の長方形を図 6 の情景図のように
かいていき，正方形の 1 辺の長さは 24cm
と求めることができた。縦の 24cm のとこ
ろには，6 × 4 の式が，横の 24cm のとこ
ろには，8 × 3 の式が書かれていた。
○Ｃ児　倍数を書いて考える
　4 枚では正方形ができないと気付いたＣ
児は，長方形のカードを並べながら最小公
倍数を求めることに気付いたようである。
ノートに，8 の倍数を，「8，16，24」と書き，
その中の 6 の倍数である 24 に○をつける
ことで，正方形の 1 辺の長さを見つけるこ
とができた。この最小公倍数の簡潔な求め
方は前時の既習事項である。
　Ａ児，Ｂ児，Ｃ児の考えは，それぞれ公
倍数を活用する内面化の度合いは違う。具
体物→図→数と抽象度が上がることから，
Ａ児→Ｂ児→Ｃ児の順に内面化が進んでい
ると考えられる。この後の話し合いでは，
この順に 3 つの考えを取り上げ，話し合っ
た。共通点に目を向けることで，「正方形
の 1 辺の長さが 24cm であること」「6 と 8
の最小公倍数を求めればよいこと」「手際
のよい求め方はＣ児の倍数を書いて考える
方法であること」が共有できた。さらに，
適用題を解くことで，倍数を書いて考える
ことのよさに気付くことができた。
⑤授業の考察
　本授業では，指導の工夫④⑤を行った。
子どもの姿から，長方形のカードを並べる
1 辺の長さは，何 cm になりますか。」と
情景図（図 6）を提示し，「長方形をなら
べて正方形をつくること」「長方形の縦は
6cm，横は 8cm であること」を確認した。
　続いて，縦 6cm，横 8cm の長方形のカ
ードを各自に 4 枚ずつ配布し，「問題に合
うように並べてみよう。」と問いかけると，
机の上に同じ向きに並べる姿が見られた。
子どもから「長方形のカードが足りない。」
というつぶやきが聞こえてきた。
　「正方形の 1 辺の長さを求めること」を
確認し，概ね題意がつかめたところで，本
時のめあてを「正方形の 1 辺の長さが何
cm になるか考えて，説明しよう。」と決
めた。
指導の工夫⑤
　今までに学習したことを使って考え
てみようと助言することで，既習事項
に目を向けやすくする。
　「今までに学習したことを使って考えて
みよう。」と助言した。
　子どもは，次の 3 種類の方法を考えてきた。
○Ａ児　長方形を敷き詰めて考える
　4 枚では正方形ができないと気づいたＡ
児は，担任のところに行き，更に多くの長
方形のカードを受け取ると，机の上にカー
ドを並べて考える姿が見られた。長方形の
図 6　長方形のタイルを並べる情景図
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察から読み取ることができるのではないか。
　1 年「たし算（2）」の授業では，子ども
の発言から，結果や方法の見通しをもつこ
とができたと考える。しかしながら，5 年
「整数」の授業では，方法の見通しをもつ
ことができたと考えるが，「公倍数の考え」
の見通しをもてたかどうか判断することは
できなかった。
　子どもが「見通し」をもつことができた
かどうか，子どもの「洞察力」は育成でき
たのかどうか，判断することは難しい。し
かしながら，子どもに育成すべき思考力・
表現力につながると考えられるこの力をつ
けていく大切さを改めて感じ取ることがで
きた。
　今後も，子どもが「見通し」をもつ過程
に着目し，どんな支援が必要か探っていき
たい。　
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算数的活動は，題意をつかむのに有効であ
ったと考える。ほぼ全員がＡ児，Ｂ児，Ｃ
児のどれかの考えをもつことができ，正方
形の 1 辺の長さを求めることができてい
た。
　ただ，全員が「公倍数を使えばよい」と
いう方法の見通しをもつことができていた
かどうかは明らかではない。公倍数の考え
を使って考えたのか，長方形のカードを並
べることで答えを出し，その数を振り返る
ことで公倍数の考えに気付いたのか，話し
合いや適用題を通して公倍数の考えに気付
いたのかは，判断できなかった。
　公倍数は，本単元の第二次で 4 時間をか
けて学習してきた内容である。本時までに
学習してきた公倍数の意味理解が既習事項
となって，本時の問題解決につながってい
る。本時のような活用場面では特に，既習
事項の確実な習得が基盤となることが分
かった。
5．成果と課題
　算数科の 2 つの授業実践を通して，子ど
もが「見通し」をもつことができる算数的
活動の工夫を考察した。
　その結果，解決に必要な既習事項の定着
が大切であること，既習事項を想起しやす
い算数的活動を工夫することが大切である
ことが明らかになった。
　子どもが「見通し」をもつことができた
かどうかを読み取ることは難しい。子ども
の頭の中の考えであるからだ。しかしなが
ら，「見通し」をもった後の子どもの姿の観
